
 
 

１ 子どもの状況にもとづいてとらえた人権保育 

   
 

（１） 乳 児 の 保 育 

 
 
新しい生命が誕生したその時から、赤ちゃんは、幸せで豊かな人生を生きていく権利

をもっています｡そのためには、身近にいる大人から十分に愛され、守られ、認められて

育っていくことが大切です。 
自分の欲求が満たされることによって情緒が安定し、基本的な生活習慣や生活リズム

を獲得して心身の健康が維持されます。そして、大人から愛情込めた細やかな世話をさ

れて、愛されている喜びを体中で感じ基本的信頼感を獲得します。また、子ども同士や

大人とのふれあいや遊びを通して、楽しさや喜びをたくさん経験し、自分を大切に思う

心の芽生えを培っていきます。 
 
 

 
 
・ 落ち着いた環境の中で、一人ひとりの子どもの思いや欲求を十分受けとめ、情緒の

安定をはかるようにする。 
・ 生活リズムを整え、基本的生活習慣が身につくようにする。 
・ 保護者の思いを受容し、家庭との連携を大切にする。 
 
 

 
 
・ 子どもと保育者との安定した人間関係が育まれていくよう小グループ制や、担当制

を取り入れるなどして、特定の保育者との温かいふれあいを大切にする。 
・ 食事、排泄、着脱などは、一人ひとりの子どもの発育や発達を確かめながら行って

いく。子どもの自立を促すためには、子どもが自分でやりたい気持ちを大切にしな

がらすすめていく。 
・ 子どもの年齢や発達に応じた玩具や遊具を用意し、子どもが安心して過ごせるよう

な家庭的で温かみのある保育環境を整える。 
・ それぞれの家庭のありのままを受けとめ、家庭と保育所が協力しあえる関係を作っ

ていく。 
 
 

－１－ 



◆ 保育の事例 
家庭との関係づくり 
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入所時の生活状況 
入所が決まったら、子ども

の様子を前もって把握し、

入所後の保育がスムーズに

行えるように保護者と面接

します。 

野菜が嫌いなので困っています 
何かいい方法はありませんか？ 

離乳食の食べ具合は 
いかがですか？ 

○○ちゃん、 
おはようございます 
今日も元気ですか？ 

それはよかったですね 
今日は何して遊ぼうかな 

いつもより早く

起きたので、 
たくさん朝ごは

んを食べました 

朝の受け入れは、子どもの健康状態を観察したり、 
家庭での子どもの様子を聞く大切な時間です。 

おはよう 
ございます 
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 表－１ 

保育士に見守られながら、 
好きなおもちゃで遊びます。 
一人で遊ぶのも、友だちと 
遊ぶのも楽しいね。 

担当制とは 
保育士は、クラス全員の子どもの保育を行いますが、表－１のように子どもＡ・

Ｂ・Ｃはイ保育士が主に担当し、子どもＤ・Ｅ・Ｆは、ロ保育士が主に担当しま

す。担当制をとることによって保育者との信頼関係が深まり情緒が安定します。 

生活日課も一人ひとりの子どもにあわせて行うことができます。 

 

●…排便   冷母…冷凍母乳 
M…ミルク    …睡眠  
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子どもの生活を２４時間単位

で把握するため、家庭と保育園

が協力して表－２のようなお

たより帳を活用します。 
 

目と目をあわせて 
ゆったりと語りかけながら 
授乳します。 

自分で飲めるけど 
先生に飲ませてもらうのも

好きなんだ 

オムツを替えてもらって

さっぱりしたよ 

 表－２ 


